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ュラムが実験段階に入 り、3年 後の2004年 から全国普
及段階に入った。しか しながら、その実施状況の考察

























り込まれた。教材 ・授業 ・評価の拠 り所である 「教学
大綱」から 「課程標準」への変換によって、「知識と技




















































に準拠 した評価 と目標に準拠 した評価を評価の目的に
よって、区別 しなが ら行 うことが強調されていること
が明らかとなった。
第3章 では、教育部が出 した調査報告 と光明小学校
の実践例 を検討することで、実際の学校現場で、どの
















きかとい う問題、ポー トフォリオ評価法などの新 しい
評価方法を適切に用いるには様々な困難があるとい う



























































































































死別 経験 はス トレスフル な経 験 であ る とされ る
(Holmes&Rahe,1967ま た、喪失に際 し、喪失という
現実に直面し、悲 しみを乗 り越える必要があり、それ









































グ能力保持 のために も重要であ るとされ(Folkman,
1997)、 これまで、死別以前と比較 し、変化 したものの
うちでポジティブと捉えられるものは様々あげられて
いるが(渡 邉・岡本,2006な ど)、それ らの生起プロセス
を検討した研究は少ない。
ポジティブな意味とは、本研究における 《拡大され


















































明 し理論化 していく。彼は 「どんなに障害の重い子 ど
もでも普遍的な発達の道筋を辿る」という事実から発


























































































































































領域のみを焦点化 した研究が多 く、個々人のあ り方を
包括的に捉えた研究は少ない。 また、ライフスタイル











社会問題視 される日本社会 においては、「親にな らない
人生」とい う選択は稀有なものではなくなった。親に
なることを経験 しないことが、人の発達 ・成長 にどう
影響す るか とい う視点は、これまで看過 されがちであ
った新 しい視点になりうる。




化 した昨今は、必ず しも否定的な意味あいばか りでは
ない。子どものいない女性は、空の巣期を経験するこ




生物学的視点に基づく発達観では研究 し難い とい う問
題 が生じる。 だが、1990年 頃か らの 「ナラティヴ・タ
ーン(物語的転換)」は、発達心理学に 「人生(life)」研究
の可能性 をもた らした。そこで本研究では、この 「物















トーリーを描き出 してその変化のプロセ スを明 らかに
し、彼女たちの生成継承性の様相 と世代連鎖的感覚 を




された。竹家(2005)に よって生 じた問い、即 ち、主体的
に 「子どものいない人生」を選択 した人 とそ うでない
人の間における発達プロセス、および現象の捉え方の
差異を解明するために最 も有効な対象選択が行われた。
具体的には 「10年以上のキャ リアがあって子 どものい





ス トー リー ・インタビューを、倫理面に配慮 して逐語
化 し、それを基にKJ法(川 喜田,1967)で 整理 した後、
KJ法 から得 られた意味連関図を参照 しつつ個々人のラ
イフス トー リー要旨を作成 し、個々の人生における共






「転機の語 り」に着 目してデータの分析 を行った。 ま
た、価値観や生 き方の異なる2つ の性向、「主体性 と共
同性」をもう1つ の視点とした。固定観念的には 「主
体性=男 らしさ ・個の確立」、「共「司性 二女らしさ ・関
係性の維持Jと され る概念であるが、両者 が性差に限






大の転機は 「不妊治療断念」である。 ケアに生 きがい










B1同 様キャ リア志向だが、危機 に陥るまで自らを変え
ようとしない。最大の転機 は、いわゆる 「中年期危機」
だが、危機 を経 て主体性 と共同性を統合 していった。










点 として、「中年期 とい う時期の共通性」、r自 己の経験
に近い領域での具現化」、「主体性 と共同性 の融合」、「自
己愛 と利他主義の混在」の4つ が見出された。個別的




ものと推察 され る。また、生成継承性 に否定的な語 り
を表す人もお り、生成継承性 を現 さずに全 うする人生




世代連鎖的感覚を認 める。母子関係 とその他 の関係 の
次元の差を訴える人は、母子の代替関係 を模索 し続 け
る自己の存在 自体に意味を見出 し、 自身の世代連鎖性
を肯定 していた。
最後に、子どものいない人生を歩 く意味について考
察 した。ここでは 「両行モデル」(や まだ,1995)に おけ
る 「喪失の意義」が鍵概念になった。不妊治療経験群
と未経験群を比較す ると、「不在」の捉え方に差異が見
られる。「子 どもがいない(不 在)」 状態 を、プラスと
見るかマイナスと見るかで生き方に変化がある。不妊




ア」とい う生きがいを見出し実践 しているが、それ こ
そが子 どものいない人生を歩 く意味であろ う。他方、






難 くなった。子 どものいない女性 に限らないが、喪失
の意義を悟 り人生に納得 しうるよ うになることが、 自




企業人の 「定年退職」が、危機 と認められ るのかな ど



























































































能を身に付けさせてから 「探究」を行 うよう主張 した。
この点が、マットッチィとは異なっている。両者の主






てい ると考 えられるのが、アン トニオ ・ブルーサ
(AntonioBrusa)で ある。






















教 科書 『大い なる変容 の新 しい 物語』(itnuovo
raccontode〃 θgrandltrasformazioni)と 『ラボラト
ー リオ ー大いなる変容の新 しい物語一』(Laboratorio
-itnuovoraccontode/!egranditrasformazioni-)

































































な ど),実 際の広告においても,感 情に訴えかけること
を重視 しているとされる様々なCMや 広告手法一一一例






































モデルの水準としては,こ れ ら2つ の役割を果たす
モデルを示す為に,一 定の具体性と,脱 文脈性を有す
るモデルである「語 りの類型」を志向 した.Frank(1995)
によれば,語 りの類型 とは,個 々の物語のプロッ トや


















2号 ずつ,計18冊 を選定 した.次 に,掲 載されている
身体美容広告の中でも,特 に典型的に物語形式を用い
ている箇所である 「体験談」 と 「体験 レポー ト」を事
例 としてデータとした.計509例 を収集 した.
分析方法(モ デル化の方法)や まだ(1997,2002,&
2006)に よる,モ デル構成的現場心理学の手続きを参照
し,特 に,や まだ(2006)に よる トップダウンとボ トム
アップの往還する方法を用いてモデルを構成 した,や
まだ(2006)は,こ の方法で構成 され るモデルについて,
「本研究のモデルは,従 来の実証的研究における 『独
立変数』『従属変数』の区別のどちらにもあてはまらな
い,あ らかじめ作った 『独立変数』 としての分析概念
で,実 際のデータを分析 した結果(従 属変数)を 記述
するとい う順序ではなく,双 方を往還する作業の中で
モデルが構成 され,分 析 も進行する.し たがって,本
論で記述され るモデルはすべて次元の異なるモデルと






①変身の語 り 「私の身体は美 しくなかった,商 品を
使用した/施術 した,私 の身体は美 しくなった」という
ように,商 品や施術によって,ネ ガティブな状態から
ポジティブな状態へ,右 上が りで話が展開する.転 機
の語 りのように,仮 定法が用いられた り,特 定の一時
点(「 あの時」)が 強調されたりせず,ま た,ネ ガティ
ブな状態が生じた原因も語 られない.
②BEFORE-AFTERの 語り 「私の身体は良くなかった.
今私の身体は良い.」 とい うように,ど のように商品に
辿 りっいたかにっいて一切述べられず,商 品の使用前
後だけを述べる語 りである.典 型的な科学実験を模 し
ながら,対 照群がないなど,不 完全である,
③回復の語 り 「(私の身体は良かった,)良 くなくな
った,商 品を使用 した/施 術 した,元 のように良くなっ
た.」 とい うように,身 体の崩れとい う問題が生 じた話
から始ま り,商 品使用によって,身 体が 「元に戻る」
について述べ られるV字 型に展開する語 りである,




⑤探究の語 り 「絶対やせるぞ!と 思い,Aを して,B




⑥幸福な成功の語 り 「私は不幸/不遇であった.商 品
に出会った.そ れによって美 しくなり,成 功 した!成功
するだろう.」 とい う線形で展開する.変 身の語 りと類
似 しているが,変 身の語 りは,身 体の美化がテーマで
あるのに対 し,幸 福な成功の語 りは,仕 事の成功がテ
ーマであ り,身 体が美 しくなったことによって,仕 事
が成功 し,そ のことを通 して,身 体美のメリッ トと商
品の良さを伝える間接的な語 りである.
⑦競走の語 り 「ある日突然Aす ることになった,ど
うしようと思って商品を使用 したら,身 体が良くなっ
てAが 成功 した.」 とい うように,目 の前に期限のある
試練 ・難題が登場 し,そ れを商品のカを使って乗 り越
える語 りを難題の語 りである.設 定される期限は短期
で,商 品の即効性が間接的に示される.
⑧転機の語 り 商品使用によって,ネ ガティブからポ




出会いの場面が,転 機 とな り,そ の重要性が転機 とし
て強調されることで,商 品の有効性が示される.


















ログラム制導入改革を通 して、アカデ ミックな教育 と
職業教育とが、教育課程にどのように表れ、どのよう









明 らかにした。第1節 では、1971年 に成立 した高校 と
社会の状況を示 した。 この高校は、内部に22ラ インの
課程分岐を含み、ラインによって年限や教育課程に差
があった。高校進学率の上昇に伴い、課程分岐が社会
格差を再生産 していると批判された。 この課題を乗 り
越 えるための改革が、1960年 代末に提唱されたリカレ
ン ト教育体制へ向かう動きと並行 して展開する。








とは、高校在学中に科 目選択を繰 り返す ことによって











実現 しなかった。 しか し、教育課程編成の発想は有効
だと受け止 められ、後の改革につながってゆく。1984
































































路を決定できる点 と、コミューンや学校が独 自に科 目
の取捨や設定ができる点であった。教育プラン委員会
は、 リカ レン ト教育体制における柔軟な高校の重要性
を改めて強調 し、柔軟性の意味を拡大 した。それは、
地域の労働市場との連携によって学校教育の形態を変


























































万 野 友 紀(MANNOYuki)
本稿では、竹沢清(1946-)の 実践記録論をとりあ
げた。竹沢は、愛知県の現役のろう学校教員であり、
2005年 に 「実践者の書 く実践記録論」として、『子ども
が見えてくる実践の記録』(全 国障害者問題研究会出
版部)を 出版 した人物である。



























記録論(2005)が 異彩を放 っている。その独自性 とは、
実践記録を実践主体形成のための方法論 と捉え、書き
































































の要請 という外的要因と、独 自の実践スタイル とい う
内的要因の二点から明らかに した。まず、80年 代は教
育界の中で実践(記 録)研 究が課題 となっていたこと






















教材内容を再構成 した り、子どもという概念 を崩 し発
見しなお したりすることがわかった。 さらに、その過













































































マーや ビブスを所定の位置に運んだ りするな ど、特に
指導者の指示がなくても、別の遊びをした り、おしゃ










































































































い人々は 「苦手だから」とい う理由を挙げは しないだ
ろうかと不安になる。
中央教育審議会の中間答申が出され、体育科の方向
は大きく転換 されるとい う。まだその内容は確定 して
いないものの、その中にはアカウンタビリティに応 じ
るように 「ミニマム」 と称 して最低身にっけるべき力


















幼 児 のナ ラテ ィブ
ー 幼児は出来事をどのように語るか一一
1.問 題 と 目的
青 木 礼 奈(AOKIReina)
これまでに膨大な数の幼児の言語発達の研究がなさ








い5、6歳 児の語 りを対象 としたものはほとんどない。
本研究は、「共同ス トー リー」 とい う視点を用いて5、
6歳 児の語りを捉えた。 「共同ス トー リー」とは、ここ
では一の体験に関 して得 られる複数の語 りを、一つの
大きなス トーリーとして捉えたものとする。本研究は、







起 しした。その後、語 りが長 く豊かで、子どもたちに
とって最も印象深かった と考えられるお化け屋敷の語
りを集め、二次データ化、川喜田によるKJ法 を用い










に何かを感 じ取 り、自分なりの世界観で構成 している
とい うことである。
また、彼らは体験を明確な因果関係や逆説関係で強







































自閉症 児 をもつ母 親 の心 的発達
一 母親のライフス トー リーから一 一
1,問 題
淺 場 優 子(ASABAYuko)
近年,親 が研究対象 として注 目され,親 としての発
達研究が進められている。子どもの出生は,人 生にお
いて大きな転換点のひとっに挙げられる。出産や育児
































の成長の流れに沿 う形 で,語 り手の 日常生活や,人 生
における語 り手の心理変化について半構造的インタビ




査者は2002年4月 から4年 間,運 営 ・活動スタッフと
してこの学童に在籍 していた経歴がある。
4.結 果 ・考察
語 り口調に着目して,4人 の語 りに含まれ る感情と
心理変化を整理 した。そして人生イメージの構成に関
して共通点を得た。まず,子 どもの異常に気づいて不









全員の語 りから,経 験をおおむね肯定的に構成 し直
して人生に取 り込んでいる様子がうかがわれた。過去
の出来事の語 りには,強 く複雑な感情を表す語が含ま
れていた。 しか し,語 られる感情と語 り口調は必ず し




















太 田 喜 美 子(OTAKimiko)











































































































に対 し、 「自己にっいて」「母親 と一緒にいる時の自己
について」「母親 と一緒にいない時の 自己について」
「母親か ら見た自己について」 といったこれら4つ の






し、得 られた回答を分類 ・分析 した。
回答内容の全体的傾向は、これまでの知見を辿るも
のとなった。幼児期においても協調的行動や協調性が

























































プ ローチ、科学的な概念 の前段階 であると捉 える
preconception的 なアプローチ、日常生活の中で子ども達



































































奥 村 好 美(OKUMURAYoshimi)
有田和正は、1967年福岡教育大学附属小倉小学校(以
下、小倉小 と記す)へ 転勤 し、1970年10月 から行った
「小倉の町のゴミ」の授業を社会科の初志をつ らぬく
会に発表 したことか ら有名となった。また、1976年 筑
















の授業例 としては、小学校3年 生の 「小倉の町のゴミ」
を取 り上げた。小倉小時代の有田の単元には、(1)子
どもの生活を掘 り起こして問題を持たせる段階、(2)
































重視 し、子 どもの追究の深まりを支えなが ら待ってい
た。 しか し、次第に有田は自身で研究を進め、自分の


















小 黒 迫 明(OGUROMchiald)




着 目した。そ して、教師の訓練の不足 といった開放制
の制度的諸問題の解決における 「師範大学」の可能性
を検討 した。
















































3節 は春山 と対比 しつつ長谷川の主張の総括をした。












































































































































































































化 した。 「きょうだいと同じ分野 ・事柄での競争や近接
を避ける」ものを 「棲み分け型」、「きょうだいと比較
した分野や事柄できょうだいに追いつこう・追い抜か






















































青 年期の 回顧 され たchumshipの 発 達
的意 義
自我同一性との関連か ら一一
小 橋 理 恵(KOBASHIRie)
思春期に先立っ 「前青年期」における同性友人関係
を、Sullivan(1953)はchumshipと してその発達的意義を
強調 した。chumshipで は、特定の友人(chum)の 役に立
ちたいと考える 「協力」関係の中で、相手とお互いを
あ りのままに表現 し受容される事を通 して 「安全保障
感」 を得る事 ができ る(SulGvan,1953)。 須藤(2003)は
Sulhvan(1953)のchumshipが 、日本の青年に当てはま り、























回顧 したchumshipに 関す る想起内容をKJ法(川 喜
田,1967)を参考に分類 した ところ、現代の日本の男女の
chumshipは 、お互いに助け合い、受け入れ合 う 「協同
的相互受容」、相手と二人きりの関係を持ち、相手を独
占したいと思 う「独占」、お互いの違いに影響される 「感
化」、相手 と共通する所がある 「類似」の4つ の性質で







chumと お互いに個性を出して素直にや り取 りをする事
で安心感を得る傾向があると考えられた。
第一調査で明 らか にな った現代 の日本の男女 の
chumshipを 踏まえ、第二調査では大学生を対象にして、
青年期の回顧 されたchumshipの 内在化された体験を測



















た。9歳 から13歳 の時期のchumshipと 青年期の自我同
一性との間には、正の関連がほとん ど見られなかった。






























































校の実践に着目し、6年 間を通 して独 自に定義 したキ











































語 り手の語 りの中に含まれる 「他者の物語」の重要性






























































祖母一 母一一娘 三 代の 関係性
一 イメージ画とインタビューをもとに
































～9月 に実施 し、100名 の女子学生(年 齢幅18～34歳 、
平均年齢20.68歳)か ら回答を得た。インタビューはそ
の うちの12名 について各一回個別に実施 した。
その結果、イメージ画については三者の配置や距離
等により4つ の基本的な構図を見出 し、それぞれ 「2
+1項 関係」「3項関係」「並ぶ関係」「包む関係」と名
づけた。そ して、それ らの関係性パターンごとに幼い














































細 尾 萌 子(HOS∞Mceko)






された。 しか し昭和5(1930)年 度入学者選抜からは、
学科試験が全国的に復活する。
本稿では、昭和2年 改正後す ぐに学科試験が復活 し








考査の問題(以 下、考査問題)の 分析を通 して解明す
ることを本稿の目的とした。栃木県をとりあげたのは、
全国の傾向 と同様に、改正選抜法の中で人物考査の成
















撤廃を目的 とし、知 ・徳 ・体に及ぶ能力を評価対象と
する能力観を基に、内申書 と口頭試問による人物考査




































































成 された。戦後は、敗戦と被爆 とい う痛切な歴史的体
験や冷戦の深刻化といった国際情勢の中で、戦前は超
えられなかった国家の枠組みを超え、国家や政治から
独立 したかたちで教育の在 り方をとらえた。そ して、
世界の恒久平和における教育の価値を見出し、平和を
教育の課題 とした。これは、今後の長田の教育学の展































































法訳読式教授法、オーラル ・メソッ ド、オーラル ・ア
プローチが共通の課題を抱えていることが考えられる。
このような英語教育に対する反省から、1980年 代に






































































コ トワザ教育を実践 した教育者としての側面に着 目さ
れることは少なく、十分な議論がなされていない。安
積鋭二が庄司のコ トワザ論を批判 し、庄司のコ トワザ






第1章 では、庄司のコ トワザ論とコ トワザ教育論に
ついて検討 し、安積の批判 と疑問について再考した。
まず第1節 では、庄司のコトワザ研究上の土台となっ






三浦の 「対象一認識 一表現」 という過程的構造を庄司
がどのようにコ トワザ研究に適用しているか、庄司が
経験とコ トワザと科学の区別 と連関をどう捉えている













第2章 では 「自前」とい うキーワー ドを手がかりに、







る」 とい う形で具体的な目標 となった。そ して自前の
ものとして庄司が思い描いたものの1つ が自分の認識
理論(後 の三段階連関理論)で あり、その創出とい う
目標が原動力となって庄司はコ トワザ研究やコ トワザ
教育に取 り組んだ、とい うことを明らかに した。続く
第2節 では、庄司の 「自前」 とい う言葉には 「日本」
とい う意味も含まれているとい う筆者独自の見解から、
庄司がコ トワザ研究やコ トワザ教育実践に取 り組んだ


















を総括 して庄司和晃 とい う人物 を改めて捉え直すこと
が今後の課題 となる。
一109一
